
 令和６年４月１日採用予定の沼田市職員採用試験を次のとおり行います。

１  採用職種、採用予定人数及び職務内容

年齢 職務内容

大学卒程度

短大卒程度

高校卒程度

大学・高専卒程度

高校卒程度

大学・高専卒程度

高校卒程度

建　築　技　術　職 １人程度

次のいずれかの条件を満たす人
◇  一級建築士免許または二級建築
士免許を有する人
◇  建築に関する専門課程を卒業（修
了）もしくは令和６年３月３１日までに卒
業（修了）見込みの人で、採用後、一
級建築士免許の取得に意欲のある人 昭和５４年４

月２日以降
に生まれた
人

市長部局、行政委
員会事務局等に勤
務し、建築確認な
ど、市の一般行政
事務に従事しま
す。

次のいずれかの条件を満たす人
◇  学校教育法による高等学校を卒業
した人、または令和６年３月３１日まで
に卒業見込みの人で、採用後、建築士
免許の取得に意欲のある人
◇  高等学校卒業程度認定試験に合
格した人で、採用後、建築士免許の取
得に意欲のある人

次のいずれかの条件を満たす人
◇ 学校教育法による高等学校を卒業
した人、または令和６年３月３１日まで
に卒業見込みの人
◇ 高等学校卒業程度認定試験に合
格した人

土　木　技　術　職 ２人程度

学校教育法による大学若しくは高等専
門学校を卒業した人、または令和６年
３月３１日までに卒業見込みの人

昭和５４年４
月２日以降
に生まれた
人

市長部局、行政委
員会事務局等に勤
務し、道路・橋りょ
う、土地改良、都
市計画、上下水道
などに係る業務を
はじめ、市の一般
行政事務に従事し
ます。

次のいずれかの条件を満たす人
◇  学校教育法による高等学校を卒業
した人、または令和６年３月３１日まで
に卒業見込みの人
◇  高等学校卒業程度認定試験に合
格した人

令和５年度  沼田市職員採用試験案内

職　　　種 採用予定人数 受験資格

一　般　事　務　職 ４人程度

学校教育法による大学を卒業した人、
または令和６年３月３１日までに卒業
見込みの人

昭和５９年４
月２日以降
に生まれた
人

市長部局、行政委
員会事務局等に勤
務し、市の一般行
政事務に従事しま
す。

次のいずれかの条件を満たす人
◇ 学校教育法による短期大学を卒業
した人、または令和６年３月３１日まで
に卒業見込みの人
◇ 学校教育法による専修学校、各種
学校のうち、次に該当する課程を卒業
した人、または令和６年３月３１日まで
に卒業見込みの人
① 学校教育法による専修学校におけ
る修業年限２年以上の専門課程
② 学校教育法による各種学校におけ
る修業年限２年以上の課程



昭和５４年４
月２日以降
に生まれた
人

市長部局等に勤務
し、保健指導業務
及び当該事務に関
連する市の一般行
政事務に従事しま
す。

昭和５４年４
月２日以降
に生まれた
人

市長部局、行政委
員会事務局等に勤
務し、埋蔵文化財
の発掘調査等の
業務をはじめ、市
の一般行政事務に
従事します。

※採用予定人数は、変更になることがあります。

２  試験の方法

一般事務職

保健師職

文化財専門
職

第
２
次
試
験

全職種共通

第
３
次
試
験

全職種共通

個別面接試験 主として人物、性向及び職務に対する適応性等をみるための面接試験

個別面接試験 主として人物、性向及び職務に対する適応性等をみるための面接試験

教養試験
（120分）

時事、社会、人文に関する一般知識並びに文章理解、判断推理、数的推理及び
資料解釈に関する能力についての多肢択一式の筆記試験

共　通

作文試験
（60分）

与えられたテーマに関する識見、思考力及び表現力についての記述式の試験

適応性検査
（20分）

主として職務及び職場への適応性を有するかどうかの試験

大学・高専卒程度
専門試験
（120分）

数学・物理、構造力学、材料学、環境原論、建築史、建築構造、建築計画（都市
計画、建築法規を含む。）、建築設備、建築施工に関する専門知識についての多
肢択一式の筆記試験

高校卒程度
専門試験
（90分）

数学・物理・情報技術基礎、建築構造設計、建築構造、建築計画、建築法規、建
築施工に関する専門知識についての多肢択一式の筆記試験

専門試験
（90分）

公衆衛生看護学、疫学、保健統計学、保健医療福祉行政論に関する専門知識
についての多肢択一式の筆記試験

　　○　日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、または
　　　　 これに加入した人

第
１
次
試
験

教養試験
（120分）

時事、社会、人文に関する一般知識並びに文章理解、判断推理、数的推理及び
資料解釈に関する能力についての多肢択一式の筆記試験
※大学卒、短大卒、高校卒ごとに試験内容が異なります。

土木技術職

大学・高専卒程度
専門試験
（120分）

数学・物理、応用力学、水理学、土質工学、測量、土木計画（都市計画を含
む。）、材料・施工に関する専門知識についての多肢択一式の筆記試験

高校卒程度
専門試験
（90分）

数学・物理・情報技術基礎、土木基礎力学（構造力学、水理学、土質力学）、土
木構造設計、測量、社会基盤工学、土木施工に関する専門知識についての多肢
択一式の筆記試験

建築技術職

※　最終学歴（卒業見込み）の区分で受験してください。

※  上記の受験資格のほか、次のいずれかに該当する人は受験できません。

 (1) 日本国籍を有しない人

 (2) 地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する人（次のいずれかに該当する人）

　　○　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人

　　○　沼田市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人

保　健　師　職 ２人程度
保健師資格を有している人又は令和６年３月３１日ま
でに取得見込みの人

文化財専門職 １人程度

次のいずれの条件も満たす人
○学芸員資格を有している人
○大学または大学院の史学科その他これに準ずる学
科において考古学に関する科目を履修し、卒業(修了)
もしくは令和６年３月３１日までに見込みの人



３  試験の日程及び場所等

  (1) 第１次試験

場　　　　　　　所

沼田市役所
４階　防災会議室

※令和６年３月に高等学校を卒業する人は②のみ

※保健師職は②のみ

　(2) 第２次試験

第１次試験合格者を対象に１０月中旬に実施する予定です。

　(3) 第３次試験

第２次試験合格者を対象に１１月上旬に実施する予定です。

４　合格及び採用

５  給与及びその他の勤務条件

○　勤務時間は、原則、月曜日から金曜日までのそれぞれ午前８時３０分から午後５時１５分までで、土曜日、日曜日
　　 及び祝日は休みです。

○　休暇制度として、年間２０日の年次有給休暇、夏季休暇、結婚休暇、出産休暇等の特別休暇、傷病による病気休暇
     があります。更に、無給になりますが育児休業や介護休暇制度もあります。

○　医療費等の給付、健康診断、貸付事業その他の福利厚生事業があり、公務災害補償制度も充実しています。

○　試験結果については、市庁舎東の掲示板に合格者の受験番号を発表するとともに、受験者全員に文書で合否を
　　 お知らせします。

○　第３次試験合格者は、沼田市職員任用候補者名簿に登録し、その中から任命権者が採用を決定します。

○　採用日は、令和６年４月１日の予定です。

○　卒業見込みで受験した場合で、令和６年３月３１日までに卒業できない場合は、合格しても採用できません。

○  初任給は、高等学校を卒業して直ちに採用された場合、154,600円。短期大学を卒業して直ちに採用された場合、
　　 167,100円。大学を卒業して直ちに採用された場合、185,200円となります。（令和５年４月１日採用者の例）
　　 また、採用以前に職歴がある場合は、その内容に応じて増額します。

○　このほかに通勤手当、住居手当、扶養手当、期末・勤勉手当などがそれぞれ該当者に支給されます。

合　　格　　発　　表

①令和５年９月　３日（日）
②令和５年９月１７日（日）

のいずれかを選択

集合（時間厳守）
一般事務職・文化財専門
職：午前８時３０分
その他の職：午前１１時００
分

令和５年１０月上旬

日　　　　　　　　時



６  申込受付

受付期間

申し込み方法

７  申込手続

インターネット申込の場合

【ＵＲＬ】 【ＱＲ】

申し込みＵＲＬ等
https://logoform.jp/form/tauE/270612

申込手続

・次のＱＲコードまたはＵＲＬから申込フォームにアクセスし、必要事項を入力し、申し込んでくださ
い。
※申し込み手続きに顔写真データが必要となりますのでご準備ください。（タテ４×ヨコ３ほどの比
率、最近３か月以内に撮影したもので、カラー・白黒問わず）

・申し込みの際は、この試験案内と申し込みフォームに記載されている確認事項をよく読み、入力
内容に不足、誤りがないように注意してください。

・申し込み後、３営業日以内に受験番号等を記載した受付完了メールを送信します。受付完了メー
ルが受験票となりますので、大切に保管してください。
※受付完了時に送信される番号とは異なりますのでご注意ください。
※試験日当日に、受付完了メールをご提示いただくか、出力していただきご持参ください。

・メールが届かない場合や次の事項について修正がある場合には、沼田市役所総務部職員課人
事研修係に連絡してください。
【修正対応事項】氏名・住所・電話番号・メールアドレス

○  インターネットでの申し込みができない場合は、採用試験申込書に必要事項を記入のうえ、職員課 人事研修係
　　（市役所４階）に提出してください。
　　 持参の場合は、受付時間は、平日の午前８時３０分から午後５時１５分まで。
　　　※昼休み（正午から午後１時）は除きます。土曜日、日曜日及び祝日は閉庁日です。

○  郵送で申し込む場合には、必ず簡易書留又は特定記録とし、封筒の表に「採用試験申込書在中」と朱書すると
　　ともに、返信用定形封筒を同封してください。郵送の場合、令和５年９月３日（日）受験については令和５年
　　８月１０日（木）、令和５年９月１７日（日）受験については令和５年８月２５日（金）までに必着したものを受け付けます。
　　　※期限を過ぎたものは受け付けることができません。
　　　※返信用定形封筒は、長３サイズ封筒<縦235㎜×横120mm>で、８４円切手を貼付け、返送先 郵便番号・住所・
　　　　 氏名を記入してください。

■　令和５年９月３日（日）試験実施：令和５年７月３日（月）から令和５年８月１０日（木）まで

■　令和５年９月１７日（日）試験実施：令和５年７月３日（月）から令和５年８月２５日（金）まで

○  インターネットで申し込みを受け付けます。この試験案内をよく読み、「申込手続」のＱＲコードもしくはＵＲＬ
　　から申し込みフォームにアクセスして申し込んでください。申し込みフォームは市ホームページからもアクセス
　　できます。ペーパーレス化及びＤＸ推進の観点から、インターネットによる申し込み受付を基本としていますので、
　　可能な限りご協力ください。
　　受付期間は、令和５年９月３日（日）受験については令和５年８月１０日（木）午後５時１５分まで　※受信有効
　　令和５年９月１７日（日）受験については令和５年８月２５日（金）午後５時１５分まで　※受信有効



採用申込書提出による申込の場合

８  その他

〒378-8501  沼田市下之町８８８番地

          　　　  沼田市役所  総務部職員課人事研修係

 　　　　　 　  　℡ 0278(23)2111　内線 4061又は4062

 　　　　　 　  　e-mail saiyou@city.numata.lg.jp

【※ご注意ください】

・複数の職種を重複して申し込むことはできません。また、別に実施する令和５年度沼田市職員採用試験(定住促進・
  社会人特別枠)を併願することもできません。

・本市の採用試験に係る経費は、税金で賄われます。市民の方々からお預かりした貴重な税金を有効に活用するため
　にも、試験に申し込まれた方は必ず受験されるようお願いします。

お問合せ・送付先

 ○  提出された書類はお返しいたしません。

 ○  インターネット申込で、障がいありと入力された方、障がい者対象区分に係る障がい等確認書を採用申込書提出時
　　 に提出された方は、受験に当たり可能な範囲で対応いたします。

 ○  第１次試験の当日は、受験票、筆記用具（ＨＢの鉛筆、消しゴム及び黒ボールペン）を必ず持参してください。

 ○  マスクの着用については、個人の判断でお願いします。咳などの症状がある場合は、マスクの着用をお願いすること
      がありますので、ご協力ください。

・採用試験申込書（３か月以内撮影の４㎝×３㎝の写真貼付）に必要事項を記入のうえ、沼田市役
所総務部職員課人事研修係（市役所４階）に提出してください。
※沼田市ホームページからダウンロードする場合、「採用試験申込書」はＡ４用紙に両面印刷する
こと。

・郵送で申し込む場合には、必ず簡易書留又は特定記録とし、封筒の表に「採用試験申込書在中」
と朱書するとともに、返信用定形封筒を同封してください。郵送の場合、令和５年９月３日（日）受験
については令和５年８月１０日（木）、令和５年９月１７日（日）受験については令和５年８月２５日
（金）までに必着したものを受け付けます。
※期限を過ぎたものは受け付けることができません。返信用定形封筒は、長３サイズ封筒<縦235
㎜×横120mm>で、８４円切手を貼付け、返送先 郵便番号・住所・氏名を記入してください。

・障がい者対象区分に係る障がい等確認確認書（障がいのある方のみ）

申込手続


